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先
月
三
十
日
、
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
て
百
二
十
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
ご
存
知
の
通
り
教
育
勅
語
に
は
、

人
が
踏
み
行
く
べ
き
正
し
い
道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
勅
語
の
外
に
も
人
が
人
と
し
て
正
し
く
生
き
る

為
の
言
葉
は
、
格
言
や
名
言
、
諺
な
ど
に
も
散
見
さ
れ
、

最
近
よ
く
見
聞
き
す
る
。

読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
、
平
家
物
語
か
ら
の
引
用
で
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と
あ
る
。

ま
た
、
神
社
新
報
の

｢

神
宮
だ
よ
り｣

か
ら
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の
意
と
あ
り

｢

材｣

と
は

｢

財｣

で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
機
械
化
が
加
速
す
る
昨
今
、
人
の
温

も
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
心
ま
で
も
が
置

き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
機
械
的
な

も
の
を
動
か
す
の
も
、
そ
の
根
底
に
在
る
の
は
人
で
あ
っ

て
、
人
が
求
め
ら
れ
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
初
代
総
長
後
藤
新
平
氏
の

言
葉
に

�
#
�
$
�
%
&
'
(
)
*
�

+
,
�
$
�
%
&
'
(
)
-
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

と
あ
る
。

ど
ん
な
時
代
、
ど
ん
な
国
、
ど
ん
な
企
業
、
ど
ん
な

家
庭
に
あ
っ
て
も
、
残
す
べ
き
も
の
は

『

人』

で
あ
る
。

残
す
べ
き
人
の
為
に
、
今
一
度
教
育
勅
語
に
掲
げ
る

徳
目
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

(

光)
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全
国
の
神
社
に
て
本
宗
と
仰
ぎ

奉
り
、
我
が
国
の
御
祖
神
と
崇
め

奉
る
皇
祖
天
照
坐
皇
大
御
神
を
お

祀
り
す
る
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
去

る
十
月
十
七
日
、
今
年
の
新
穀
を

御
神
前
に
お
供
え
し
、
一
年
間
の

御
守
護
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
、
世

の
中
の
平
安
と
発
展
を
祈
る
、
年

中
最
大
の
お
祭
り
で
あ
る
神
嘗
祭

が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
神
嘗
祭
を
奉
祝
す
る
祭
典
を
当

日
午
前
十
一
時
に
厳
粛
に
斎
行
致

し
ま
し
た
。
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大
正
時
代
に
宮
山
七
町
内
の
小
祀

を
合
祀
し
、
宮
山
の
氏
神
様
と
し
て

崇
め
ら
れ
る
、
末
社
宮
山
神
社
の
例

祭
が
、
去
る
九
月
二
十
九
日
、
役
員
・

総
代
始
め
氏
子
の
方
々
多
数
参
列
の

も
と
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
日
に
は
、
澄
み
渡

る
青
空
の
下
、
神
幸
祭
が
賑
々
し
く

執
り
行
わ
れ
、
各
種
神
賑
行
事
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
終
日
大
勢
の
参
拝

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ

た
る
こ
の
日
に
、
近
代
日
本
の

建
設
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た

明
治
天
皇
の
聖
徳
大
業
を
仰
ぎ

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁

栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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農
作
物
や
製
品
等
を
御
神
前

に
お
供
え
し
、
本
年
の
五
穀
豊

穣
や
産
業
の
発
展
に
対
し
感
謝

申
し
上
げ
る
祭
典
で
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
								










こ
の
度
、
寒
川
神
社
役
員
、
横
溝
�
義
氏
・
市
川
元
久
氏
・
兼
務
社

八
幡
大
神
役
員
、
廣
田
一
夫
氏
が
敬
神
功
労
章
を
目
出
度
く
受
章
さ
れ
、

去
る
、
十
月
十
九
日
、
神
社
本
庁
に
お
い
て
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
三
方
と
も
敬
神
の
念
が
篤
く
、
多
年
に
亘
り
奉
務
神
社
の
護
持

運
営
に
務
め
て
こ
ら
れ
た
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

御
神
威
の
更
な
る
発
揚
の
為
、
益
々
の
御
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略)

二
万
円

高
橋

成
禎

東
京
都
文
京
区

五
千
円

齋
藤
洋
一
郎

東
京
都
中
野
区

皆
様
方
の
報
恩
感
謝
の
真
心

を
、
御
神
前
に
お
取
次
ぎ
申
し

上
げ
ま
す
。

米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
・
菓
子
等
の
奉
納
を
承
り
、

お
名
前
を
記
名
し
御
神
前
に
お

供
え
い
た
し
ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納(

奉
献
酒)

は
、
一
升

二
千
円
よ
り
思
召

に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
中
央

氏
子
総
代
会
定
期
総
会
が
十
月

六
日
寒
川
神
社
参
集
殿
に
て
開

催
さ
れ
管
内
神
社
の
役
員
総
代

約
五
百
名
が
出
席
し
、
会
務
報

告
や
神
社
功
労
者
表
彰
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は

六
代
目
・
宝
井
馬
琴
先
生
が

｢

鯉
の
御
意
見｣

を
講
談
さ
れ

ま
し
た
。
今
総
会
に
て
相
模
中

央
氏
子
総
代
会
は
解
散
致
し
ま

し
た
。
皆
様
の
御
支
援
を
感
謝

申
し
上
げ
、
各
氏
子
区
域

で
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お

祈
り
致
し
ま
す

県
内
の
優
れ
た
建
物
を

選
出
す
る

｢

第
五
十
五
回

神
奈
川
建
築
コ
ン
ク
ー
ル｣

に
て
、
昨
年
八
月
に
開
苑

し
た
神
嶽
山
神
苑
内
に
あ

る
直
心
庵
・
和
楽
亭
・
方

徳
資
料
館
が
、
二
段
の
池

を
中
心
と
す
る
池
泉
回
遊

式
庭
園
に
お
け
る
建
物
群

と
庭
の
調
和
が
ふ
さ
わ
し

い
と
評
価
さ
れ
、
見
事
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
辛
卯
年
の
正
月
に
神
門
を
飾

る

｢

迎
春
干
支
ね
ぶ
た｣

＜

題
名
＝
開
運

｢

月

の
兎
と
か
ぐ
や
姫｣＞

の
下
絵
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

来
年
の
干
支
は
卯
、
目
先
の
事
や
自
分
の
事

ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、
月
の
兎
の
伝
説

の
様
に
、
自
ら
の
命
を
も
他
人
の
為
に
捧
げ
ら

れ
る
献
身
の
心
、
又
、
か
ぐ
や
姫
の
様
に
清
ら

か
で
美
し
い
心
を
持
て
れ
ば
、
誰
し
も
が
幸
福

に
な
れ
、
真
の
世
界
平
和
が
訪
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
本
場

青
森
で
数
々
の
賞
に

輝
い
た
ね
ぶ
た
師
の

千
葉
作
龍
氏
に
制
作

を
依
頼
し
十
二
月
の

完
成
に
向
け
て
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ね
ぶ
た
は
十
二
月

二
十
日
、
神
門
に
掲

げ
ら
れ
、
来
年
の
元

旦
午
前
零
時
に
明
か

り
が
灯
さ
れ
、
初
詣

に
ご
参
拝
の
皆
様
を

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

ね
ぶ
た
は
そ
の
後
、

二
月
三
日
迄
、
神
門

を
飾
り
ま
す
。
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十
月
十
五
日
、
伊
勢
の
神

宮

(

外
宮)

で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る

｢

初
穂
曳｣

の
行
事

に
、
当
神
社
よ
り
杉
山
総
代

長
他
二
名
が｢

一
日
神
領
民｣

と
し
て
奉
仕
し
ま
し
た
。

奉
仕
者
一
同
揃
い
の
半
纏

を
身
に
付
け
、
木
遣
り
歌
と

｢

エ
ン
ヤ
・
エ
ン
ヤ｣

の
か

け
声
で
力
を
一
つ
に
し
、
初

穂
を
乗
せ
た
奉
曳
車
は
曳
き

進
み
、
外
宮
到
着
後
は
、
参

加
者
一
人
一
人
の
手
で
新
穀

を
奉
納
し
、
秋
の
稔
り
に
感
謝

い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
七
月
の
海
の
日
に
斎

行
さ
れ
る
浜
降
祭
に
奉
仕
頂

く
御
旅
所
神
主
は
、
神
輿
を

海
中
よ
り
引
揚
げ
た
初
代
鈴

木
孫
七
の
血
縁
親
族
に
よ
り

代
々
引
継
が
れ
、
現
在
は
第

十
代
目
松
本
学
氏
に
よ
り
奉

仕
、
祭
典
当
日
、
神
輿
の
下

に
敷
か
れ
る

｢

は
ま
ご
う｣

の
花
木
や
海
藻
の
調
達
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
度
、
学
氏
の
御
息
女
麻

里
様
は
先
代
孫
文
氏
の
奥
様
で

あ
る
ミ
ツ
様
の
養
女
と
な
ら
れ
、

又
、
寒
川
神
社
宮
司
利
根
康
教

氏
夫
妻
の
媒
酌
に
よ
り
、
藤
沢

市
鎮
座
白
旗
神
社
宮
司
小
方

大
次
氏
と
目
出
度
く
結
婚
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
御
神
縁
に
よ
り
、
御
旅

所
神
主
の
後
継
者
も
決
ま
り
、

文
化
財
指
定
の
浜
降
祭
も
末
長

く
伝
統
を
保
ち
つ
つ
、
盛
大
に

斎
行
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載

�
�

�
�

�
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�
�

式
年
の
九
月
二
十
五
日
、
心
御
柱
の
奉
建
が
行
な
わ

れ
る
。
新
殿
の
御
床
下
に
神
聖
視
さ
れ
る
御
柱
を
奉
建

す
る
儀
式
で
、
諸
祭
の
な
か
で
も
取
分
け
重
視
さ
れ
て

き
た
。
心
御
柱
は
忌
柱
・
天
ノ
御
柱
と
称
さ
れ
て
、
古

代
の
儀
式
帳
で
は
禰
宜
・
大
物
忌
の
み
が
奉
建
す
る
秘

事
で
あ
り
、
新
殿
造
営
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
来
、
柱
立
と
は
正
殿
四
隅
の
御
柱
で
な
く
、
こ
の
心

御
柱
の
こ
と
で
あ
り
、
中
世
か
ら
建
築
工
程
の
変
更
に

よ
り
立
柱
祭
と
は
別
個
に
、
遷
宮
直
前
の
行
事
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
現
行
で
は
、
御
稲
御
倉

(

外
宮
で
は
外

幣
殿)

に
奉
安
さ
れ
て
き
た
御
柱
に
対
し
て
、
禰
宜
が

祝
詞
を
奏
上
し
、
権
禰
宜
・
宮
掌
が
御
柱
根
を
固
め
て
、

御
榊
で
覆
い
ま
つ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
三
日
後
、
杵
築
祭
が
と
り
行
な
わ
れ
る
。
新
殿

竣
工
を
祝
福
し
て
宮
地
を
つ
き
固
め
る
祭
儀
で
、
殿
舎

の
落
成
を
慶
び
あ
う

｢

室
寿｣

の
習
俗
と
し
て
由
緒
も

深
い
。
儀
式
帳
に
禰
宜
・
内
人
た
ち
が
宮
地
に
浄
土
を

入
れ
て
、
土
地
を
築
き
均
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
杖

で
柱
根
を
固
め
る
よ
う
に
主
意
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

十
月
一
日
に
後
鎮
祭
が
執
行
さ
れ
、
新
殿
竣
工
を
感

謝
し
て
御
床
下
に
天
平
瓮
を
奉
据
す
る
。
当
初
に
宮
地

の
平
安
を
祈
っ
た
鎮
地
祭
に
対
し
て
、
こ
れ
は

｢

後
返

し
の
祭
り｣

に
あ
た
る
。『

遷
宮
例
文』

に
よ
れ
ば

｢

天
平
賀
奉
レ
居
行
事｣

と
あ
り
、
天
平
瓮
を
当
祭
と

は
別
個
に
、
遷
宮
直
前
に
奉
仕
さ
れ
た
と
い
う
。
現
行

で
は
最
後
に
奉
据
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
天
平
瓮
と
は

底
の
平
ら
な
盆
で
あ
り
、
吉
兆
・
神
座
と
も
説
か
れ
る

が
、
む
し
ろ
由
貴
大
御
饌
に
用
い
た
祭
器
と
理
解
し
た

い
。

『

遷
宮
例
文』

で
盛
大
な
饗
宴

が
催
さ
れ
た
と

記
録
す
る
よ
う

に
、
現
行
で
も

大
宮
司
以
下
、

五
丈
殿
に
お
い

て
饗
膳
を
囲
む

と
こ
ろ
が
、
他

祭
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
次
い

で
各
自
が
明
衣

を
か
け
て
、
白

杖

(

檜
製
、
長

六
尺
、
径
二
寸)

を
と
り
持
つ
。
新
宮
に
進
ん
で
古
歌

を
謡
い
つ
つ
、
御
床
下
の
柱
根
を
乾
方
よ
り
北
東
・
南

西

(

外
宮
は
巽
方
よ
り
南
西
・
北
東)

へ
と
、
三
周
し

て
築
き
固
め
る
。
歌
詞
は
嘉
保
二
年

(

一
〇
九
五)

の

遷
宮
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
次
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
る
。

・
か
し
こ
し
や

五
十
鈴
川
の
宮
の
杵
築
し
て
け
り

杵
築
し
て
け
り

国
ぞ
栄
ゆ
る

郡
ぞ
栄
ゆ
る

万
代
ま
で
に

万
代
ま
で
に

・
天
照
す

大
宮
処
か
く
し
つ
つ

仕
へ
ま
つ
ら
ん

か
く
し
つ
つ
仕
へ
ま
つ
ら
ん

万
代
ま
で
に

万
代
ま
で
に

(

内
宮
二
首)

・
度
会
の

豊
受
の
宮
の
杵
築
し
て

宮
ぞ
栄
ゆ
る

国
ぞ
栄
ゆ
る

万
代
ま
で
に

万
代
ま
で
に

(
外
宮
一
首)

さ
ら
に
中
重
に
退
き
、
禰
宜
が
瑞
垣
御
門
前
に
列
立

し
て
、
晴
れ
や
か
に
倭
舞
を
奉
仕
し
て
終
え
る
。

御新殿杵築祭図 (豊受大神宮御遷宮絵巻)

新装なった御正殿・東西宝殿
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�
�


旭(

東)
福
岡
英
之

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

旭(

西)
矢
野
宣
雄

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

上
合

金
子
純
男

殿
外
三
一

三
二
、〇
〇
〇
円

中
里(

上)

石
田

清

殿
外
四
四

九
七
、〇
〇
〇
円

中
里(

下)

高
橋

勇

殿
外
四
六

六
六
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)

根
岸

功

殿
外
二
五

三
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

吉
川
日
出
雄

殿
外

三

八
、〇
〇
〇
円

馬
場

大
鷲
靖
幸

殿
外
二
九

三
〇
、〇
〇
〇
円

雷

皆
川
米
男

殿
外
三
一

三
二
、〇
〇
〇
円

下

�
橋
恵
一

殿
外
六
五

七
〇
、〇
〇
〇
円

根
岸(

上)

福
岡

眞

殿
外
五
一

五
六
、〇
〇
〇
円

根
岸(

中)

山
岸
俊
夫

殿
外

四

一
〇
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)

星

禎
久

殿
外
五
八

五
九
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

細
川
英
夫

殿
外

六

一
五
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

�
田
敏
美

殿
外
一
三

三
五
、〇
〇
〇
円



�
�
�


鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

鳥
井
戸
４
・
５

金
子

巖

殿
五
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
一
九

二
〇
、〇
〇
〇
円

北
台
畑

広
田
幸
利

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

中
台
畑

松
野
広
美

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町
柿
山
洋
二
郎

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

仲
町
１

藤
澤
一
三

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

仲
町
２

林
田
義
弘

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

中
島
１

田
中
幸
雄

殿
三
、〇
〇
〇
円

中
島
３

渡
�
眞
三
郎

殿
五
、〇
〇
〇
円

西
１

斉
藤
義
直

殿
外
一
三

一
四
、〇
〇
〇
円

西
２
Ａ

入
澤
博
己

殿
外

二

六
、〇
〇
〇
円

四
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ｂ
荒
井
健
一

殿
外
二
〇

二
一
、〇
〇
〇
円

東
４

遠
田

正

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

東
６

小
杉
勝
治

殿
外

一

四
、〇
〇
〇
円



�
�
�


中
町
原

井
上

清

殿
三
、〇
〇
〇
円

根
下

橋
本
壽
之

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円



�
�
�


仲
町

三
留

弘

殿
外
一
〇

二
五
、〇
〇
〇
円

新
道

中
島
正
雄

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

笠
谷

府
川
宗
吉

殿
五
、〇
〇
〇
円

宿
１

古
谷
光
男

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

宿
２

田
中
敏
行

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

宿
３

人
見
勝
則

殿
五
、〇
〇
〇
円

宿
４

竹
内

勤

殿
三
、〇
〇
〇
円

東
１

入
澤
新
八

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

東
２

広
田

正

殿
外

三

上
町

林

正
隆

殿
外

三

八
、〇
〇
〇
円

仲
町
原

深
瀬

茂

殿
外

三

六
、〇
〇
〇
円

久
保
地

大
久
保
寿
豊

殿
外

五

一
四
、〇
〇
〇
円



�
�


入
町

栗
田

馨

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

北
町

柴
田
朝
光

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

南

和
田
弘
務

殿
一
、〇
〇
〇
円

東

十
河
定
勝

殿
三
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
二
、〇
〇
〇
円



�
�


西

柘
植

勝

殿
外

五

一
一
、〇
〇
〇
円

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

七

一
〇
、〇
〇
〇
円

原
２

三
澤

誠

殿
外

五

一
〇
、〇
〇
〇
円



�
�
�
�


南
駅
前
通
木
村

勇

殿
外

一

五
、〇
〇
〇
円

南
１

�
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
２

金
澤
純
一

殿
外

二

七
、〇
〇
〇
円



�
�


大
村(

東)

磯
川

彰

殿
外
一
一

一
四
、〇
〇
〇
円

大
村(

西)

佐
藤
正
志

殿
外

六

一
四
、〇
〇
〇
円

大
村

杉
田

博

殿
外
一
〇

二
〇
、〇
〇
〇
円

大
村

川
越
末
光

殿
外

六

六
、〇
〇
〇
円

才
戸(

東)

吉
岡
信
正

殿
外

六

一
一
、〇
〇
〇
円

才
戸(

西)

菅
原
勝
芳

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

原(

南)

栗
田
俊
一

殿
外
一
二

二
五
、〇
〇
〇
円

原(

北)

岡
本
時
男

殿
外
一
八

二
二
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

第
二)

鈴
木
一
哉

殿
外

三

五
、〇
〇
〇
円

新
町
・
入
町
野
勢
栄
一

殿
外

二

三
、〇
〇
〇
円

南
町

古
谷
敏
雄

殿
外
二
三

二
四
、〇
〇
〇
円

川
端(

東)

唐
木
康
晴

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

皆
川
祐
二

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

森

雅
弘

殿
外

五

一
〇
、〇
〇
〇
円

桜
町(

中)

井
出

昇

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

桜
町(

下)

石
川
三
郎

殿
外

六

五
、五
〇
〇
円



�
�


大
曲

井
澤
勝
良

殿
外
四
〇

四
一
、〇
〇
〇
円



�
�


南
町

舛
水
寿
正

殿
外
二
八

二
九
、〇
〇
〇
円

西
町

入
澤
英
文

殿
外
二
八

二
九
、〇
〇
〇
円

宿
町

石
黒
郁
夫

殿
外
三
〇

三
一
、〇
〇
〇
円

東
町

冠
冨
士
夫

殿
外
一
七

二
〇
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

伊
藤
房
善

殿
外
一
六

一
七
、〇
〇
〇
円



�
�


中
瀬
１

小
泉
廣
仲

殿
五
、〇
〇
〇
円

中
瀬
２

小
林
勝
利

殿
一
、〇
〇
〇
円



�
 


小
動

市
川
幹
夫

殿
外
三
四

三
五
、〇
〇
〇
円



!
"


墨
東
寒
川
講
伊
藤
國
雄

殿
外

五

三
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
一
九

五
六
、〇
〇
〇
円



#
$


六
一
、〇
〇
〇
円

(

順
不
同
・
敬
称
略)
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横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

大

門

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

麻
里
衣

㈲
川
乃

㈱
�
田

生
長
園

和
楽
㈱

㈲
二
幸

㈲
松
乃
鮨

金
子

昭

寒
川
病
院

戸
塚
米
店

東
木
材
㈱

露
木
生
花

根
岸
農
園

天
野
義
克

長
沼
眞
吾

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

安
藤
物
産
㈱

河
西
工
業
㈱

大
黒
屋
製
菓

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
フ
ジ
サ
ワ

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

㈲
マ
ル
シ
ゲ

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

相
模
興
業
㈱

佐
藤
建
具
店

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

�
橋
竹
材
店

㈱
コ
ー
メ
ー

杉
山
物
産
㈱

百
崎
製
菓
㈱

齋
藤
硝
子
店

㈲
田
中
写
真

㈱
天
幸
総
建

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

熊
澤
酒
造
㈱

昭
和
興
産
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

㈱
菊
地
土
建

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
局

下
里
自
動
車
㈱

コ
ク
ド
環
境
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈱
中
島
鉄
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈱
内
野
不
動
産

㈲
松
い
ち
食
品

㈲
寒
川
製
材
所

㈱
ア
イ
ア
ー
ル

㈱
シ
ー
ボ
ニ
ア

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
山
武
湘
南
工
場

㈲
湘
南
電
機
工
事

日
本
造
園
設
計
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

綜
合
警
備
保
障
㈱

千
寿
会
き
く
の
郷

中
野
設
計
工
務
㈱

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

㈱
さ
い
か
屋
藤
沢
店

長
嶋
福
ダ
ル
マ
物
産

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
浜
名

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木

ス
リ
ー
エ
フ
寒
川
宮
山
店

㈱
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
サ
ン
ヨ
ー

㈱
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

歌
謡
ス
タ
ジ
オ
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
事
業
所

(

順
不
同
・
敬
称
略)

��
��

��
��

��
��

��
��

十
月
十
六
日
、
Ｂ
Ｓ
寒
川
第

二
団
神
饌
田
に
て
、
ス
カ
ウ
ト

と
団
委
員
さ
ん
共
同
の
稲
刈
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
見
事
な
秋

晴
れ！
田
植
え
か
ら
四
ヶ
月
、

立
派
に
育
っ
た
稲
穂
は
深
々
と

こ
う
べ
を
垂
れ
、
ス
カ
ウ
ト
達

は
嬉
し
そ
う
に
稲
を
刈
り
取
っ

て
い
ま
し
た
。
自
然
の
恵
み
を

肌
で
感
じ
、
神
様
に
感
謝
の
念

を
抱
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

実
り
の
秋
収
穫
の
秋
稲
刈
実
施 十

月
一
日
、
寒
川
町
消
防
本
部

と
合
同
に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
十
一
月
に
横
浜
で
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
合
わ
せ
、
テ

ロ
が
行
わ
れ
る
事
を
想
定
、
建
物

が
爆
破
さ
れ
る
中
で
の
避
難
誘
導
・

階
上
よ
り
の
避
難
や
ト
リ
ア
ー
ジ

も
行
わ
れ
る
等
、
大
規
模
な
訓
練

と
な
り
、
初
期
消
火
班
も
消
防
職

員
と
合
同
で
放
水
訓
練
を
致
し
ま

し
た
。
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看
護
師

根
布
谷
み
さ
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日

診
療
放
射
線
技
師

天
野
奈
津
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日

�


�
�

�

�
�
�
�

	

診
療
放
射
線
技
師

藤
井

康
仁

看
護
補
助
者

磯
尾

美
枝

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

�������
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�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

医

長車
田
知
之

私
は
今
年
４
月
に
寒
川
病
院
に
入
職
し
ま

し
た
。
出
身
は
東
京
都
で
す
。
東
海
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
、
２
年
間
の
研
修
の
の
ち
、

東
海
大
学
医
学
部
内
科
学
６
教
室

(

現

消

化
器
内
科)

入
局
し
ま
し
た
。
伊
勢
原
の
同

大
学
病
院
お
よ
び
関
連
病
院
に
勤
務
し
、
消

化
器
内
科
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
医
局
を
退
局
し
約
４
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
寒
川
病
院
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
専
門
は
消
化
器
内
科
と
い
う
分
野
で

す
が
、
現
在
寒
川
病
院
で
は
健
康
管
理
科
と

い
う
部
署
に
在
籍
し
、
２
階
に
あ
り
ま
す
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
で
携
わ
っ
て
い
る
健
診
・

検
診
の
種
類
は

｢

人
間
ド
ッ
ク｣

｢

労
働
安

全
衛
生
法
お
よ
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
各
種
健
康
診
断

(

雇
入
時
健

康
診
断
、
定
期
健
康
診
断
、
特
殊
健
康
診
断

な
ど)｣
｢

特
定
健
康
診
査｣

｢

健
康
増
進
法

の
も
と
市
町
村
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種

が
ん
検
診｣

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
健
康
管
理
科
の
医
師
は
私
一
人
で
す

が
、
各
科
の
専
門
医
の
先
生
方
や
経
験
豊
富

で
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
、
何
と
か

半
年
間
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

���������

� � 11月25日(木)
午後２時～３時

��� 寒川神社 参集殿

� � � !"#$%&'(

� ) 健康管理科医長
車 田 知 之

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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健
康
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
健

康
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
昨
今
、
多
く
の
方

が
元
気
で
長
生
き
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め

る
悪
性
新
生
物

(

が
ん)

、
心
臓
病
、
脳
血

管
疾
患

(

脳
卒
中)

を
は
じ
め
、
多
く
の
疾

患
が
人
々
の
健
康
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
疾
患
の
多
く
は
食
事
、
運
動
、
喫
煙

な
ど
日
頃
の
生
活
習
慣
と
深
い
関
連
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
病
気
を
予
防

し
、
健
や
か
な
日
々
を
過
ご
す
た
め
の
工
夫

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
健
康
診
断
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

万
一
、
自
分
が
知
ら
な
い
間
に
何
ら
か
の
疾

患
が
起
こ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
早
期
に
発

見
し
治
療
を
施
せ
ば
大
事
に
は
至
ら
ず
に
済

み
、
早
い
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

医
療
費
の
抑
制
に
も
貢
献
し
ま
す
。

今
後

｢

健
康
診
断｣

が
社
会
の
な
か
で
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
の
か
、
そ
の

必
要
性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
寒
川
病
院
総
合
健

診
セ
ン
タ
ー
が

｢
予
防
医
学｣

の
拠
点
と
し

て
地
域
の
方
々
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
常
に
利
用
者
様
の
立
場
に
立
っ

て
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
、
寒
川
病

院
の
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
健
診
セ

ン
タ
ー
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
に
即
し

た
検
査
内
容
の
設
定
や
、
安
心
し
て
受
診
し

て
頂
け
る
設
備
、
人
的

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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秋
深
ま
る
神
嶽
山
神
苑
。
水
面

に
映
る
紅
葉
が
心
を
癒
し
ま
す
。

枝
に
実
っ
た
果
物
の
最
後
の

二
つ
は
残
す
ら
し
い
。
一
つ
は

他
の
人
の
為
、
も
う
一
つ
は
森

の
動
物
等
の
為
。
こ
れ
ぞ
生
物

多
様
性
の
原
点
。
先
人
達
の
心

の
豊
か
さ
に
感
服
す
る
。

(

尚)

木
の
葉
散
る
納
屋
に
は
昭
和
の
物
ば
か
り

根
岸

君
子

ま
だ
抜
け
ぬ
お
国
訛
や
衣
被

き
ぬ
か
つ
ぎ

飛
石

槿
花

切
株
を
椅
子
に
信
濃
の
栗
お
こ
わ

芹
沢

徳
光

水
底
の
木
の
葉
の
上
に
ま
た
木
の
葉

菅
沼
う
め
の

細
々
と
豆
腐
商
ふ
秋
桜

岩
田
美
代
子

百
の
磴
転
げ
落
ち
来
し
山
の
栗

岡
田
風
呂
釜

小
刀
で
削
る
鉛
筆
文
化
の
日

金
子

つ
ぢ

酒
蔵
に
杜
氏
が
来
た
り
烏
瓜

市
本

益
子

猫
が
仔
を
咥
へ
て
は
こ
ぶ
十
三
夜

露
木
て
る
子

飾
り
藁
刈
り
し
�
田

ひ
つ
じ
だ

そ
こ
へ
ゆ
く

四
ッ
車
梢
月

秋
光
や
篭
編
む
竹
を
踊
ら
せ
て

金
指

月
光

色
付
き
て
急
に
気
が
付
く
か
ら
す
瓜

皆
川
志
ん
ご

改
札
を
出
で
て
木
の
葉
の
風
ま
と
う

倉
谷

節
子

生
家
い
ま
甥
の
時
代
や
柿
の
秋

菅
沼

保
幸

一
ト
言
の

｢

ご
め
ん｣

が
云
へ
ず
栗
を
む
く

相
原

白
蕗

ち
ち
ろ
鳴
く
闇
の
重
さ
を
幾
重
に
も

伊
藤

公
一

竹
ト
ン
ボ
飛
ぶ
子
飛
ば
ぬ
子
文
化
の
日

高
橋
は
る
よ
し

ち
ち
ろ
鳴
く
旅
行
カ
バ
ン
の
跡
始
末

竹
村
真
砂
美

用
一
つ
増
や
す
木
の
葉
の
庭
と
な
り

千
葉

静
香

今
年
米
日
々
快
方
と
の
知
ら
せ
あ
り

松
本
美
智
子

影
と
来
て
影
で
去
り
ゆ
く
秋
の
蝶

多
田

武
峰

秋
空
へ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
伸
び
盛
り

原
野

楽
天

黄
金
色
の
棚
田
を
囲
む
曼
珠
沙
華

三
輪

恭
子

鍬
の
柄
の
翳
の
伸
び
行
き
大
根
蒔
く

天
沼

子
平

留
守
番
を
買
っ
て
出
る
な
り
運
動
会

宮
入

つ
る

刈
田
み
ち
風
と
歩
い
て
帰
り
け
り

山
本

朝
子

夜
遅
く
主
治
医
は
心
電
図
と
り
給
い
優
し
い
笑
顔
に

｢

も
う
大
丈
夫｣

�
田
マ
ツ
子

恋
し
い
よ
昔
の
土
手
道
変
わ
り
行
く
も
と
に
は
も
ど
れ
ぬ

開
発
進
む

工
藤

光
子

提
灯
が
並
ぶ
参
道
勇
壮
に
寒
川
神
社
の
み
こ
し
過
ぎ
行
く

天
利

春
枝

猛
暑
ゆ
え
か
蝉
の
声
き
こ
え
来
ず
葉
裏
に
ぬ
け
が
ら
張
り
付
い
て
お
り

岡
元

芳
子

笹
ば
か
り
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
伸
び
て
あ
ぶ
ら
蝉
今
日
は
元
気
な
鳴
き
声
聞
こ
ゆ

出
町

安
子

烏
瓜
の
お
ぼ
ろ
か
に
し
て
レ
ー
ス
め
く
花
の
浮
き
い
る
こ
の
夜
望
月

宇
田
川
時
子

夕
す
ず
み
田
ん
ぼ
の
風
は
水
含
み
肌
に
ひ
ん
や
り
ほ
っ
と
一
息

土
屋
ト
ミ
子

若
き
日
に
あ
え
ぎ
つ
つ
登
り
し
阿
夫
利
山
秋
空
�
く
冴
え
ざ
え
見
え
る

三
留
と
く
子

厳
か
な
茶
室
に
自
ず
と
背
筋
の
び
一
服
の
茶
静
か
に
い
た
だ
く

浜
田

寿
子

猛
暑
で
も
羽
を
振
る
わ
す
鈴
虫
の
声
の
涼
し
さ
秋
風
運
ぶ

山
口

幸
子

照
り
つ
け
る
空
に
む
く
む
く
眞
白
な
入
道
雲
立
ち
赤
と
ん
ぼ
飛
ぶ

山
根
喜
美
代

足
許
よ
り
大
局
を
見
て
話
し
合
え
ば
代
表
選
は
避
け
得
し
も
の
を

安
藤

慧

縁
日
に
孫
掬
い
来
て
三
年
め
金
魚
に
似
た
る
そ
の
子
中
学
生

川
島
惠
美
子

記
録
的
猛
暑
が
続
き
里
芋
の
日
毎
増
え
ゆ
く
捩
れ
た
枯
葉

亀
山

文
子

身
知
ら
ね
ど
散
歩
に
出
会
ひ
垣
に
咲
く
白
い
朝
顔
媼
と
数
ふ

講
師

杉
本

照
世


